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【解題】 本稿は新潟大学法学会研究会にお い て ､ 2 00 5 年 7 月17 日 に報告さ

れた内容に筆者自身が加筆修正を行 い 註を補 っ たも の である ｡ 筆者である

韓華氏は現在北京大学国際関係学院
･ 助教授､ 専門は南 ア ジ ア国際関係と

軍備管理である ｡ 新潟大学国際交流基金招 - い 事業に より共同研究を目的

と して本学を訪問した機会を利用して当該報告を行 っ た ｡ 国家の性格の違

い
､ 経済的補完性の不在 ､ 過去の 軍事紛争ゆえ の不信感､ さら に歴史的関

係等 の理由で ､ ア メ リ カを中心とする安全保障の専門家 の 間で は ､ 中印関

係の発展に対する懐疑的な見通 しが主流 である ｡ 筆者は これ に対し､ 両国

における実務外交の定着､ 外交の優先順位 の変化､ 国際構造の変化等の 要

因から ､ 中印関係は安定的な発展が予想される局面に入 っ た と判断する ｡

あわせ て ､ 中 ･ 印 ･ ロ の 戦略三角形と いう現象にも注目し､ 中印関係の発

展の文脈のなか で考察を加えて い る ｡

国際政治の舞台で は ､ さまざまな権力が現れ て は消え て い く ｡ 今日 に い

た るま で ､ 国際政治 の世界では ､ 常に こうした権力の転移が起こ っ て きた ｡

中国とイ ン ドが今日 の国際場裡にお い て ､ 台頭し つ つ あ る 二 つ の大国であ

る こ と は疑い ようがな い ｡ そ れ ぞれがその存在感を着実に増し つ つ ある ｡

その プレ ゼ ン ス は当然の こ とながら ､■既存の世界構造に大きな影響を与え

な い で はおかな い ｡ それぞれ の 国の個別 の影響力にも関心が持たれるが ､

同時に中国とイ ン ドの 2 国間関係が どうなる の か ､ と い う こ と にも大い に

関心が持たれ て い る ｡
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現 実主義の観点に立 つ 論者､ 特 に安全保障を専門とする研究者は ､ 中国

とイ ン ドが大国として力を強め つ つ あ る ことによ っ て ､ 対立 が生まれ て い

くと想定して い る が ､ この ように考えられる理由は複数ある ｡ こ こ で はま

ず ､ 現実主義が中国とイ ン ドの対立を予想する理由を検討して み る ことと

する ｡

まず第
一

に ､ 中国とイ ン ドは国家 の性格が異な っ て い る ｡
.
イ ン ドは民主

主義国であり ､ 中由は社会主義国であ る ｡ イ ン ドで は確か に中央から地方

まで選挙がすみずみま で い きわ た っ て い る ｡ 国家 の性格 の遠 い ゆえに ､ 中

国とイ ン ドとの 間に矛盾が発生 し､ 両国が相容れなくな ると いう可能性は

非常に高い ､ と現実主義者は考える ｡

中国とイ ン ドの矛盾が避けられなくなる第二 の理由は ､ 中国とイ ン ドと

の 間 に は経済的な補完関係がな い ､ と い う こ と である ｡ 両国とも発展途上

国であり ､ 低賃金 の労働力に頼 っ た経済構造を持 っ て い る の で ､ 安い 商品

を売る市場が必要であり ､ 国内経済を発展させるため に ､ 外国からの 直接

投資が必要であり ､ さ ら に は国外からの援助も必要として い る ｡ こ れ らす

べ て の面で ､ 両 国が同じ性格を持 っ て い る の で ､ 輸出市場に つ い て も ､ 外

国か ら の 直接投資の必要に つ い て も ､ 援助 の獲得に つ い て も ､ 両 国の 利害

は競争的になり ､ 補完的 になれな い ｡

第三 の 理由は ､ 領土紛争の歴史と関連するも の である ｡ 19 6 2 年に 中国と

イ ン ドは ､ 極め て短期間だが ､ 非常に激烈な国境をめ ぐる武力紛争を経験

した ｡ 同年の10 月から1 1月 にかけて の こ とで ある ｡ こ の 国境紛争で は ､ イ

ン ド側は壊滅的な被害と敗北を被る ことにな っ た ｡ こ の こ と に つ い て ､ イ

ン ド側には当然忘れがた い想 い が残 っ て い る ｡ 他方､ 中国は軍事的に は圧

倒的な勝利を収めたわけだが.､ こ の 戦闘の結果 ､ 中国側 にもイ ン ドに対す

る わだかまりが残 っ て い る ｡ そして こ の 国境紛争とそれが残した感情的し

こりゆえに ､ 中国 とイ ン ドとの 間で はお互 い に対する信頼感の構築が阻ま

れ てきた ｡ つ まり ､ 互 い が安全保障の面 で信頼を寄せ られな い ｡ その こと

は ､ 98 年にイ ン ドが ､ 核実験を行 っ た際に双方が示した姿勢の なか にもよ
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く現れ て い る ｡

第四 の 理由は ､ 宿命的なもの と い っ て も構わな い かもしれな い ｡ 中国も

イ ン ドもとも に ア ジ ア の大国 でり ､ 解放 (19 49) ･ 独立 (4 7) 以来 ､ それ

ぞれがお互 い を潜在的に ライ バ ル と見る ような意識を持ち続けて い る ｡ そ

れ は どちらが ア ジ ア で指導的立場に立 つ の か と いう競争意識と言 い換えて

もよ い ｡ 5 0 年代 の 非同盟運動隆盛の時代に ､ ネ ル
一 首相は非同盟の指導者

を自認 して い たけれ ども ､ どちらが第三世界に対して より影響力を持 つ か ､

と い う こ とをめぐっ て中国とイ ン ドと の間に は強 い ライ バ ル 意識が存在し
■

て い た の で あ っ た ｡

現実主義者 の主張する中国とイ ン ドが村立する シナリ オの 理由は ､ 主に

以上 の 四点にまとめる こ と が できる
( 1)
｡
こ こ で ア メ リ カ の視点から事態を

見る と ､ 中印両国 に矛盾があり ､ 衝突が起 こる かも知れな い ､ と い う観点

は ア メ リ カ で は広く支持されて いや｡ それが主流の見方であ ると言 っ て も

構わな い だろう｡ こ の ような判断 の もと に ､ ク リ ン ト ン 政権以来 ､ イ ン ド

と ア メ リ カとの友好的な関係を追求する動きが始ま っ て い る ｡ ソ連 が解体

した後､ ア メ リ カ は世界で 唯
一 の 超大国の地位に つ い て い る ｡ アメ リ カ は

中国が将来的に自分に対抗する勢力で あると いう こ とをよく認識をして お

り ､ し た が っ て ア メ リ カ の 世界戦略のなか で ､ 中国は ア メ リ カ に と っ て好

ま しくな い 意味で重視する対象にな っ て き て い る わけであ る ｡ そ して ア メ

リ カ は バ ラ ン ス オ ブ パ ワ
ー

､
つ まり勢力均衡の観点に立 っ て ､ 将来中国と

ア メ リ カ と の ライ バ ル関係 の場 で ､ 中国を牽制するため の バ ラ ン サ ー と し

て イ ン ドを使おうと い う発想を持 っ て い る ｡ こ の 傾向はブ ッ シ ュ 政権 にな

っ て から い っ そう顕著にな っ て おり ､ イ ン ドを世界レヴ ェ ル の大国に育て

る と いう言説が行われ て い る ｡ つ まりイ ン ドの 発展を援助する こ と に よ っ

て ､ ア メ リ カ が中国と対抗して い くうえ で ､ それ に役に立 つ バ ラ ン サ ー と

して育て る･ と‾･いう こ とであ る ｡ こ の ア メ リ カ の政策は ､ 今 日で は決し
.
て 秘

密なも の で はな い ｡ ア メ リ カ の 国防省ある い は シ ン ク タ ン ク の専門家の報

告には こうした傾向を自然に読み取る こ と が できる ｡
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こ の よう に現実主義の 立場からは ､ 中国とイ ン ドと の関係は衝突､ も し

くは ライ バ ル 関係に向か っ て発展して い く と読める ｡ しか し ､ それ はあく

ま で現実主義の立場 に立 っ た場合 の こ とで ､ 中国とイ ン ドが必ず対立する

方向に進ん で い くと断定する こ と は難し い ｡

中国とイ ン ドと の対立関係は ､ 1 9 9 8 年にイ ン ドが核実験を行 づ た際に ､

一

度非常に険悪 にな っ た ｡ しかし､ それ か ら何年かを へ て ､ 今 日で は中国

とイ ン ドとの 関係は極め て安定した方向 - 進み つ つ ある ｡ しか も ､ こ の 傾

向は日増しに明らかなも の となり つ つ あ る ｡

中国とイ ン ドは ､ 双方とも これからの 国際関係が多極化して い く こ と に

つ い て 重大な利害関心を持 っ て い る ｡ つ まり ア メ リ カ に よる単極支配で は

なく て ､ 世界が多極化して い く こ とを望 ん で い る ｡

ま た ､ 2 0 0 3 年以来 のイ ラ ク問題 に お い て も ､ 19 99 年の N A T O に よ る コ

ソ ボ空爆問題にお い て も､ 中 国とイ ン ドの 立場は比較的似通 っ たも の で あ

っ た ｡ さらに ､ 創設60 周年を期して の 国連改革論議にお い て ､ 安全保障理

事会の常任理事国メ ン バ
ー 国問題で は ､ 中国はイ ン ドの加盟を支持する傾

向を示
.
してきた ｡ そ して ､ 本年 (20 0 5 年) 4 月の イ ン ド訪問の折 に は ､ 温

家宝総理はかなりは っ きりとイ ン ドに対する加盟支持を表明した
(2 )
｡

経済面 に つ い て は ､ 中国 とイ ン ドに経済的な補完性がな い と いう現実主

義の見方がある
一

方､ その 色眼鏡を外して み る と ､ 中 国とイ ン ドとの 間に

はさまざまな面で補完性を見つ ける こ とも できる ｡ 例えば､ パ ソ コ ン の ソ

フ トウ ェ ア 開発 で はイ ン ドは非常に発達をして おり ､ 同時に ､ パ ソ コ ン の

ハ
ー

ド､ 機械を作る面 で は ､ 中国が非常に発達をして い る ｡ 20 02 年に はす

で に中国の未踏基首相 (当時) がイ ン ドを訪問した折 に ､ イ ン ドの ソ フ ト

ウ ェ ア産業と中国の パ ソ コ ン 製造業か結び つ けば､ 世界的規模で影響力 の

ある経済パ ワ ー にな る だ ろう ､ と発言した こ とがある ｡ こう い う部分で相

互 に補完しあうことは可能である し､ そ の他 に製薬業やサ
ー ヴィ ス業で は

イ ン ドが有利 であり ､ 軽工業部門で は中国が有利など､ さまざまな分野 で

中国とイ ン ドが経済的な相互補完性を発揮できる領域が実際には非常に多
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い と いう こ と が よくわかる ｡

貿易 の発展は経済的補完性の証明材料で ある ｡ 1 9 92 年に は中国とイ ン ド

との貿易額はわずか2 . 9 億 ドル だ っ たけれ ども ､ 200 4 年 にはす で に150 億 ド

ル にま で 上昇して い る ｡ こ の 150 億 ドル と いう数値は ､ 決 して特別 に大き

な数値ではな い ｡ しか し､ こ こ で注意を促して おきた い の は こ こま で の数

値に至る発展の 速さと いう こ とであ る
( 3 )
｡ 毎年5 0 % か ら80 % の 率で成長し

て きた こと になる ｡ こ の10 年間 に おける貿易額の急速な拡大は ､ 二 つ の 国

が経済的に補完しあ っ て い る こ とを証明してくれる重要な要素であ る
(4 )
｡

さ ら に こ の 両国が直面する最大の問題 の
一

つ で あり ､ 今日 の国際社会で

一

番大きな問題の
一

つ で もあ る の が ､ エ ネ ル ギ ー

問題 で ある ｡ イ ン ドも中

国もそれぞれ急速な経済発展を目指し て おり ､ 双方ともに エ ネ ル ギ ー

消費

を急速に拡大させ て い る ｡ 例 えば ､ 双方とも ､ 電力消費量を急速に拡大さ

せ て い る ｡ 実際 にイ ン ドへ 行けばすぐに わか るとおり ､ 停電 は イ ン ドで は

日常茶飯事にな っ て い る ｡ 中国でも電気が足りな い 場所は多々 あ る し､ 停

電が額発する場所も少なくな い ｡ も っ とも ､ 中国とイ ン ドと の間 で は ､ エ

ネル ギ ー 確保の面 で協力を強化する傾向さえ現れて い る ｡ 最近 の こ とだが ､

イ ン ドはイ ラ ン と の 間 で石油供給の協定を結ん で ､ 今は イ ラ ン か らイ ン ド

へ 向かう石油 パ イ プライ ン の建設 に つ い て計画が練られ て い る ｡ 中間には

パ キス タ ン が位置するため ､ パ キス タ ン を どうや っ て 通過して くるかと い

う ことも パ キ ス タ ン を交え て話し合 っ て い る ｡ こ こ で 一

番重要な要素は ､

こ の 間題 に つ い て 最終的にはイ ラ ン から パ キ ス タ ン を経由してイ ン ドに入

つ て きたパ イプライ ン を､ 場合 に よ っ て は中国 へ 向かわせ る かどうかと い

う点に つ い て ､ 専門家が中国に意見を打診して い る と いう状況さえある こ

と である
( 5 )
｡

軍事お よび安全保障の 面 でも関係の改善と協力の強化が見られる ｡ 中国

とイ ン ドの 間で は先述 の とおり196 2 年 に は軍事紛争があり ､ 9 8 年のイ ン ド

核実験以降､ 暫く の間非常に緊張した局面が続 い た ｡ けれ ども ､ 2 0 03 年に

はイ ン ドは中国と - かなり低 い レヴ ュ ル の も の で はあ っ たが -

海軍合同軍
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事演習を実施して い る ｡ 中国は今ま で外国と三度軍事演習を行 っ た こ とが

あるが ､ 海上軍事演習として は 二度目 の こ と とな る ｡ そ して ､ 今年には近 々

特にイ ン ドの招きによ っ て 中国海軍がイ ン ド洋に行 っ て ､ 共同の
- 前回 よ

りも レヴ ュ ル の高 い 一 軍事演習をする予定にな っ て い る ｡ 注目 に催する の

は ､ 他ならぬイ ン ド洋と いう場所で外国との合同軍事演習が行なわれる こ

と である ｡ なぜなら ､ イ ン ドにと っ て は ､ イ ン ド洋からい かにして外国の

影響力を排除するか ､
と い う こ と が独立以来ず っ と重要な問題 であり続け

てきたからである ｡ イ ン ドは外国の艦船がイ ン ド洋に入 る こ とを忌避して

きたの である ｡ そ の イ ン ドが自分 の方から中国をイ ン ド洋に招い て ､ 海上

軍事演習をする と い う こ と は ､ 両国関係が非常に安定した方向に向か っ て

い る こ と の大きな証明で ある
( 6 )
｡

以上 に見てきたように ､ 中印関係はすで に良性の発展傾向を示して い る

と言える ｡ もち ろ ん何 の摩擦要因も か - と は言えな い ｡ しか し両国が ､ 良

好な関係こそが双方に利益の あるもの だと いう こ とを認識し ､ その実現 に

切実な意識を持 っ て い る ことが重要であ る ｡

最後に ､ 両国の 関係が安定した発展方向を向くに至 っ た原因 ､ こ の よう

な状況を生み出した要因を分析 して み る こ と とす る ｡ そ の要因は ､ 主に 3

点ある ｡

第
一 め要因は ､ 冷戦終了後 ､ 特に1998 年の核実験の 後､ 両 国の外交政策

の 決定過程がますます現実的 ､ 実務的にな っ て い る と いう こ と で ある ｡ 双

方ともが発展途上国であり､ 経済発展は共通する重要な課題である ｡ そ し

て その こ とを双方が認識 して い る ｡ した が っ て ､ 政治的な相違は ､ い っ た

ん棚上げをして ､ 経済的な利益を実現するために調整を図ると い う姿勢が

とられて い る ｡ か つ て ､ 中国とイ ン ドの 間で最も優先度の高 い外交課題 は ､

まず安全保障の 問題だ っ た ｡ 今日 で は安全保障の 問題は優先順位 のず っ と

低 い 問題となり ､ 経済関係の構築に最重要? 優先順位が与えられて い る ｡

8 4 年に ラ ジ ブ ･ ガ ン ジ ー が政権 に就く以前は ､ イ ン ドの村中政策は相当長

い 期間 ､ イ ン ドと中国との 間にある領土問題が解決され か - 限り ､ 中国と
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は建設的な話し合い は
一

切 しな い ､ と い う の が基本的な立場 であ っ た ｡ け

れ ども ､ 88 年に ラ ジ ブ ･ ガ ン ジ ー が中国を訪問したとき に ､ 非常に実務的

な対応がとられ ､ 領土問題は領土問題として ､ 両国間の友好関係は友好関

係として発展させ て い く と いう方針を確認した ｡ つ まり ､ 中国とイ ン ドと

の 間に は領土問題も含め て ､ 歴史的な問題があるが ､ こ の な か で解決可能

なも の は解決する し､ 解決不可能なもの は仕方がな い の で とりあえず棚上

げにする と い う考え方である ｡ その背景には ､ 中国がすで に市場経済の観

点から両国関係の発展を考えて い る
一

方 ､ イ ン ドに は経済発展で中国に大

きく遅れをと っ て い る と いう危機感があ っ た ｡ こ の ような背景から ､ 両国

間の い わ ば対立をあおりかねな い 問題は棚上 げをする こ と によ っ て ､ より

い っ そう広 い ､ 協力が可能な分野で でき る だけ協力を求め て い くと いう方

向に中国もイ ン ドも姿勢を変えて い る の で ある ｡

20 世紀の199 0 年代の半ば頃に は ､ イ ン ドにも中国脅威論が存在した ｡ 世

紀が変わ っ て2 1 世紀になると ､ 中国脅威論はイ ン ドで は姿を消す こ と にな

つ た(
7 '
｡ それ はな に よりも ､ 今中国との 関係を生かすことが ､ イ ン ドが経

済成長する にあた っ て 逃 せな い チ ャ ン ス で あ る とイ ン ドが認識 し始め て い

る こ と に よ る ｡ イ ン ドで は ､ 中国は脅威で はなく ､ チ ャ ン ス で ある ､ と い

う言説が現れ始め て い る ｡ つ まり中国脅威論に代わ っ て ､ 中国 に村する機

会主義と いう言葉が使われ て い る
( 8 )
｡ 中国脅威論から､ 中国がチ ャ ン ス だ

と い う中国チ ャ ン ス 主義にイ ン ドが変わ っ たの は ､ 中国 に村するイ ン ドの

見方が完全に変わ っ た ことを意味し か ､
｡ けれ ども ､ イ ン ドの 政策決定層

にお い て ､ イ ン ドが経済発展をする にあた っ て ､ こ の チ ャ ン ス は絶対に逃

せな い ､ 今やらなければ乗り遅れて しまう ､ と認識され る よう にな っ た こ

と は確か であ ろう ｡

中国脅威論が軍事 ･ 安全保障の面から見た考え方である の に対 し ､ 中国

チ ャ ン ス 主義は経済成長と いう実利主義の 面から見た考え方である ｡ つ ま

り､ イ ン ドはもとは中国に対 し ､ 安全保障面か らア プロ ー

チ を して い た の

が ､ 今は経済発展をする必要ゆえ に ､ 安全保障面から の ア プ ロ ー

チの優先
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順位を下げて ､
一 経済面から の アプ ロ

ー チ の 優先順位を上げた ､ と考える こ

とが できる の である ｡

今から 2 年前 ､ 20 0 3 年の 6 月 に ､ イ ン ドの バ ジ バ イ首相 (当時) が中国

を訪問した ｡ その 際に90 人から構成される大規模な記者団が同行した ｡ バ

ジ バ イ首相は ､ 実際にイ ン ドが遅れをと っ て い る 中国の経済発展は どの程

度のも の なの か ､ そ こ を は っ きりと知るために これだけの大規模な記者団

を連れて い っ た わけであ る ｡ 経済発展に つ い て 言えば､ 中国の方が先行し

て おり ､ イ ン ドに と っ て は大きな学習材料とな っ て い る ｡ 上 海の経済発展

とは い かな る性格の もの で ､
どの よう に成し遂げられた の か ｡ ム ン バ イ( ボ

ン ベ イ) が第二 の 上海を目指すことは可能な の か ｡ イ ン ドは こうした課題

意識を掩 っ て い る の で ある ｡

第二 の要因は ､ 2 国間関係にま つ わる
一

連の 問題を棚上げに しな い 限り､

両 国関係は今日 の ような安定を維持できな い し､ 発展も できな い と いう こ

とを､ 両国の政治指導者が戦略的高度から認識 して い る こ とで ある ｡ 2 国

間の懸案の諸問琴､ 国境問題 ､ 対パ キス タ ン 関係 ､ さ ら に南 ア ジア の そ の

他 の小国との 関係の 問題
(9 )

､ そ して チ ベ ッ ト問題など ｡ も しこうした利害

対立が激 しく調整が容易でな い 問題を棚上 げにす る こ とが できなけれ ば ､

両 国関係は決して発展する ことが できな い ｡ したが っ て ､ 両 国は い っ そう

長期的な ､ い っ そう広 い視点から両国の 関係と役割を考えるようにな っ て

きて い る ｡ それ は具体的な領域と しても ､ 中国とイ ン ドが い っ そう広 い地

域 で協力を必要とし ､ 迫られる可能性が生まれ て い る こ とを意味して い る ｡

それ は､ 東南 ア ジ アと言うことも可能である し､ それ に と どまらずに ア ジ

ア太平洋地域と言うことも可能である ｡ A S E A N I O カ 国に 日本､ 韓国､ 中

国を入れた A S E A N ＋ 3 にと どまらず､ 実際にはそれ にイ ン.
ド､ オ

ー

ス ト

ラ リ ア ､ ニ ュ
ー ジ ー

ラ ン ドも加えた16 カ 国の枠組みさえ可野性として語ら

れ て い る ｡ こ の 枠組み の なか で はもち ろ ん対立も葛藤も起こりうるが ､ い

ずれ に せ よ ､
二 国間の特定の 問題 に拘泥 できな い 状況が生まれ ､ そ れ に対

して戦略的な判断と政策がとられる ようにな っ て き て い る と いう こ と が指



2 4 4 変 貌 す る 中 印 関 係 (韓華)

摘できる ｡

中国とイ ン ドの 関係が安定した発展方向を向くに至 っ た第三 の要因は ､

国際構造の変化に求める こ と が できる ｡ 今日 ､ 国際構造は深刻で大きな変

動の過程 にある ｡ 冷戦終了後､ ある い はも っ と は っ きり言うと2 00 1 年9 I

1 1 以 降､ 世界は ア メ リカを中心とした単極化に向か い つ つ ある ｡ こう した

状況 に対する中国とイ ン ドの認識 ､ そ し てそれ に対する対応には ､ お そら

く類似性をみる こ と が可能で あろう ｡

現実主義 の 立場に立 てば ､ 両雄並び立たず ､

一 つ の 船に船頭は二人要ら

な い と い う理屈 で ､ 中国とイ ン ドは並び立 つ ことができな い ｡ 中国とイ ン

ドは協力が不可能で ､ 両国は村立する しかな い と い う こ と にな る ｡ そ し て ､

中国とイ ン ドは ､ 2 匹 の強 い 虎だと いう言 い 方もされ ､ 2 匹 の虎が共存す

る こ と は できな い とも言われ て い る ｡ しか し こ の点をもう少し問 い つ め て

み ると ､ 世界全体の パ ワ ー バ ラ ン ス を考えたとき に ､ 中国とイ ン ドが ア ジ

ア の大国であ るとしても ､ 世界的規模か ら見れ ば い っ た い 中国やイ ン ドが

それほ ど大きな力を持 っ て い る存在か ､ と いう ことを改め て考え て み る必

要があ ろう ｡ そ して多方面 の 要素を考慮に入れて い くと ､ 中国とイ ン ドと

の関係は必ずしも台頭し つ つ あ る両国がお互 い を排斥しあうこと に はなら

な い と想定され る ｡ イ ン ドの国連加盟を中国が支持しようとして い る こと

から明らかなように ､ 中国 とイ ン ドに は場合に よ っ て は協力可能な面が

多々 あ る ｡ 実際に は ､ 中国とイ ン ドは対立面を克服して協力する こ とが可

能である ｡ こ の よう に考えた上 で ､ ア メ リ カ が圧倒的な支配力を持 っ て い

る単極化世界の 中で ､ 中国とイ ン ドがど の ような関係を志向して い く のか

を考えて みると ､ 中 国､ イ ン ド､ ロ シ ア の 戦略的三角形の 形成と いう現象

が ひ と つ の 回答と して注目される ｡

中国､ イ ン ド､ ロ シ ア の 戦略的三角形と い う考え方は ､ 19 90 年代の 中期

に当時の ロ シ ア の プリ マ コ フ 外相が提案したも の であ るが ､ こ れが提案さ

れたとき に は中国もイ ン ドもほとん ど関心を持たをか っ た ｡ ロ シ ア と中国､

ロ シ ア とイ ン ド､ 中国とイ ン ドと い う二 国間関係の三辺によ っ て構成され
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る戦略的三角形は ､ 最初はあまり関心を集めなか っ たわけだが ､ 9 9 年 の コ

ソ ボ空爆あたりにな っ て初 め て大きな関心を集め る よう にな っ て く る ｡ も

っ とも ､ こ の 間題は セ カ ン ド
･ トラ ッ ク で は ､ ず っ と協議をされ て きた ｡

ただ ､ 筆者も参加して い たセ カ ン ド
･ トラ ッ ク で の議論で は ､ こ の構想を

フ ァ ー ス ト ト ラ ッ ク に引き上げる の は相当難し い と認識され て い たもの

である ｡ 問題点は中国とイ ン ドとの未成熟な関係である ｡ 中国 と ロ シ ア と

の 関係は ､ 19 9 0 年代後半以降急速に改善を示した ｡ イ ン ドと ロ シ ア と の 関

係は ､ 旧 ソ 連時代からず っ と絶える こ となく非常に友好的な関係が続 い て

い る ｡ ロ シ ア と関連する こ れら二 つ の 2 国間関係には ロ シ ア から の武器輸

出も密接に関連してY
､ る ｡ しか し､ 中国とイ ン ドの 関係は国境紛争以来 ､

極め て冷め た状態にあり ､ した が っ て ､ 戦略的三角形の三辺を見 て い く と ､

イ ン ドと中国との 関係が
一

番弱 い ､
一

番遅れた関係で ある と言える ｡ そ こ

に はもち ろ ん62 年の 紛争の記憶とそれがもたらす不信感が作用し て い る ｡

それ ゆえ に三角形として成立する こ と は難し い と想定された の である ｡ け

れ ども ､ 最初 は こ の よう に セ カ ン ド
･ ト ラ ッ ク で論じられ て い たも の が ､

今日 で は フ ァ
ー ス ト トラ ッ ク に格上げがされて い る ｡ それは中国 ､ イ ン

ド､ ロ シ ア の外務大臣が ､ 直接会談を行うと い う形 で現れ て い る ｡ しかも ､

最初は こ の 3 カ 国外相は ､ 付随的な機会を利用して 会談を行 っ て い た ｡
つ

まり ､ 国連の場 で 三者が偶然居合わせたとき ､ あ
ユる い は第三 国で国際会議

が開かれた とき に ､ 3 カ 国の外相間 の話し合 い が持たれる と いう形式がと

られて い た ｡ けれ ども ､ 三 者の会談は ､ 9
･ 1 1 以降い っ そう密接にもたれ

て おり ､ 0 2 年､ 0 3 年､ 0 4 年と毎年会談が行われ て きた ｡ 今年に入 っ て は ､

6 月 に ロ シテの ウ ラ ジオス ト ッ ク ､
つ まり3 カ 国を構成する 国の ひ と つ に

3 カ 国外相が集ま っ て会談が行われ ､ 共同声明も出された ｡ こ の よう
■
な形

で ､ 中 国､ イ ン ド､ ロ シ ア の 戦略三角形はセ カ ン ド
･ トラ ッ クから フ ァ

ー

ス ト ト ラ ッ ク へ 格上げにな っ た だけでなく て ､ 3 カ国外相が第三国で予

定が合 っ た とき に会うと いう形から ､ 構成国 の域内で予定を合わせ て 会う

ようにな っ た と いう点でも格上げがなされて い る
(10)
｡ こ の 戦略的三角形が
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も し成長して いく こ と があるとすれば ､ 中国とイ ン ドの関係が どの ように

発展 して い くの か ､ が決め手になる ことは明らか で ある ｡ もと より ､ こ の

三角形 は冷戦時代とは仝(
J

性格 の 異な っ たも の である ｡ こ の 三角聯こは排

他性はなく ､ 第三 国を仮想敵にするもの でもな い と ､ 3 カ 国は明言して い

る ｡ 非敵対的な三角形と いう性格こそが ､ 今後 3 カ 国が関係を発展させ て

い く際の重要な指標である べ き であ ろう｡

最後 に本題 である中国 ･ イ ン ド関係 の変貌と い う問題 に立ち戻る と ､ 中

国 とイ ン ド両国が経済発展をするため の良好な環境を作 っ て い ける か否か ､

二 つ の 国の 友好的関係 の構築と い っ そうの深化は ､ まさ に こ の点ににかか

つ て い る と言わなければならな い ｡

( 1 ) A m it ab h M att o
,
I m a gi ni n g C hi n a , i n I( a n ti B aj p ai a n d A m it a b h M at t o

e d ･
･
T h e P e a c o c k a n d th e D r a g o n : I n di a

- C h in a R el a tio n s i n th e 2 1 st

C e n t u ,T , H a r
- A n a d P u blic a ti o n s 2 0 00

, p .1 6 を参照 の こ と o ま た ､ J . M o h a n

M alik
,

"

I n di a - C hi n a r el ati o n s i n t h e 21 st C e n t u r y : T h e C o n ti n u i n g

Ri v al r y
”

･
B r ah m a C h ell a n e y e d , S e c u ri n g I n di a

･

s F u t u r e i n th e N e w

M ill e n n i u m
,
O ri e n t L o n g m a n , 1 99 9 , p p .33 7 - 33 8

, p .3 9 0 を参照され た い ｡

( 2 ) 温家宝総理 は ､ 20 0 5 年 4 月1 1 日 ､ シ ン首相との 会談 で ､ 国連安保理常任理

事国の枠が拡大され た場合 ､ イ ン ドの 常任理事国入りを支持する旨の 発言を

行 っ た (『読売新聞』20 0 5 年 4 月1 2 日 , P T I 通信) ｡ ま た ､ 鮭イ ン ド中国大使

館の 以 下 の ホ ー

ム ペ ー ジも参照 され た い ｡

/ e n g / s s y g d / z y g x / z y sj /t1 9 1 4 95 .
b t m

( 3 ) A n e w e r a f o r Si n °-I n di a n t r a d e
,
A sia Ti m e s

,
A u g u st 7 , 2 00 4 を参照｡

( 4 ) 温家宝総理 は ､ 200 5 年4 月 ､ 中印貿易額が2 010 年ま で に30 0 億 ドル に達す

るで あ ろう と言明した ｡ H i n d u s t a n Ti m e s
,
A p ril l l , 2 0 0 5 を参照 ｡

( 5 ) こ の パ イ プ ライ ン は実際の ル ー ト に つ い て は ま だ交渉の段 階で あり ､ 中国

まで の延長 に つ い て はあくま で検討事項で ある に すぎない ｡

( 6 ) イ ン ド軍参謀総長は ､ 2 0 0 5 年1 月 ､ イ ン ド洋で の 多国間反 テ ロ リズ ム 合同

軍事演習 へ の 人民解放軍 の 参加招請が決定済み で ある こ とを明らか に した ｡

ht t p :/ / n e w s .t o m . c o m / 1 00 2 / 32 9 1 /2 0 0 51 4 -1 7 1 9 49 5 .h t m l を参照 ｡

( 7 ) イ ン ドの 中国脅威論は､ もち ろ ん完全 に なく な っ た わけで は ない ｡ イ ン ド
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で 中国脅威論 を唱えて い る
一 番重要な人物が フ ェ ル ナ ン デ ス 国防相 だが ､ 彼

は2 0 03 年6 月 に バ ジバ イ首相 (職位 は い ずれも当時) と とも に中国を訪問 -

そ の ときちよう ど中国 は S A R S で 大混乱 して い た
- した ｡ 今 まで イ ン ドに

と っ て 最大の 脅威は中国で あり ､ パ キ ス タ ン よりも中国の 方がず っ と脅威だ

と言 い 続けてき た この 人物は､ 中国か ら戻 っ た途端に こ の ような主旨の 発言

を しなく な っ た ｡ それ は彼が主 張を変えた と い う こ とで はおそ らく な い ｡ 核

心的 な考えは そ れほ ど変わ っ て い か ､ ｡ 変わ っ て な い が ､ 少なく とも言うの

をや め た ､ と見 る の が妥当だと思 われ る ｡

( 8 ) イ ン ドは 中国を脅威 と し て よ り も機会 と し て 認識 して い る ｡ R e d l# c o m ,

F e b r u a r y 0 4 , 20 0 3 を参照さ れた い ｡

C h a n gi n g T h e m e s , R ed l# c o m , J ul y

o 3 g u e s t .h t m も参照 の こ と ｡

ま た ､ Ⅲu a B a n ( 韓華) , I n di a - C hi n a :

0 3
,
20 0 3

,
h t t p :/ / r e diff . c o m / n e w s/j ul/

( 9 ) 例え ばか つ て 中国は村ネ パ
ー ル援助 の 首位の 座 をめ ぐっ て イ ン ドと の 間で

俄烈 な援助競争を展開してし1 た｡ しか し ､ 近年で はネ パ
ー

ル か ら中国に対 し

て不満 の 声が 聞こえる ほ どに中国の 対ネパ
ー

ル援助 は激減して い る ｡ その 重

要 な理由の ひと つ は ､ 中国の イ ン ドに対す る配慮で ある ｡ ま た前述の とおり ､

中国 は外交を実務的に展開する よう に な っ て きて おり､ 対ネパ
ー

ル で も経済

的な視点か ら市場と して対峠す る ように なり ､ 以前 の ように安全保障上 の 観

点か ら援助 を行うと いう姿勢は弱ま っ て い る と言え る ｡

( 1 0) 3 カ 国の 間で 戦略的な三角形 に つ い て合意が生 まれ て い る の は ､ 大局的に

はア メ リ カ の
一 極支配に対す る牽制 と いう意図が作用 してし､ るもの と思 われ

る .1 ま た 3 カ国それ ぞれ に別個 の 思惑がある ｡ その なか でも ロ シ ア が最も明

確な利害関係 を持 っ て い る ｡ ロ シ アが 戦略的三角形の構築を提案 した背景 に

は ､ 9 1 年の ソ 連解体に よ っ て 生 まれ た中央ア ジア 諸国に､ ア フ ガ ン戦争以 降

ア メ リ カ が軍事基地を設ける に 至り ､ 地域的な戦略上 の 優位 が侵 され て い る

と い う事情が ある ｡ ブ ッ シ ュ 政権が 中国を癖来の危険な芽 と して 扱 っ て い る

の は明白であり､ その 意味で は ア メ リ カ の
一

極支配 に対抗す る と い う要素は

中国に対 して こ そ作用 して い る ｡ ま た中国自身が単極的な国際的意思決定に

対して 反対する姿勢をと っ て い る ｡ なお ､ 90 年代半ば以降､ 日米間の 防衛協

力 は い っ そう進捗し､ 範囲の点で も拡大して い る が ､ ロ シ ア と中由に限 っ て

みれ ば ､ これ に対抗す る意思が働い て い る点は否め な い ｡ この 2 カ 国と比 べ

る と ､ イ ン ドの利害関心は当初は それ ほ ど強い もの で はなく ､ 決 して積極的

で も なか っ た ｡ しか し こ こ数年で は ､ イ ン ドもア メ リ カ の イ ラ ク に村する 姿

勢､ ま た特に ､ ア
■
フ ガ ン 戦争に より ア メ リ カ が パ キス タ ン の 戟略的位置づ け

を上 昇させ た こ とな どに対 して は対抗 的意識を持っ て お り､ さ らに昨年末の

ス マ ト ラ沖大地震の 際 に ､ 救援の ため と は言え､ ア メ リ カがイ ン ドの 了解 な

し に ､ イ ン ド洋に艦船を展開した こ とは ､ イ ン ドにと っ ては極め て 心外な出
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来事で あ っ た と いう事情を抱えて い る ｡ こ の ように見て くる と､ 中 ･ 印 ･ ロ

に よる 戦略的三角形の構想 は ､ 能動的と いうよりも､ 受動的に形成 された性

格の も の で ある と見 る こ とが できよう｡


